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がら，製品ブランドから製品・小売ブランドへの発展が 1970 年代の三陽商会にも見られる2)。 






























1969 年 1974 年 1979 年 1984 年   
  売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比 
百貨店 6,624 73.5 16,325 71.9 32,440 63.3 52,529 63.3 
専門店 1,308 14.5 1,774 7.8 5,796 16.2 13,447 16.2 
量販店 684 7.6 2,821 12.4 5,894 12.3 3,408 4.1 
輸出 235 2.6 1,163 5.1 1,391 9.5 7,862 9.5 
その他 158 1.8 632 2.8 2,368 6.9 5,752 6.9 
合計 9,009 100.0 22,715 100.0 47,889 100.0 82,998 100.0 
コート比率    65.6  47.7  32.1 


















Ⅱ 単品ブランドの形成期：「サンヨーコート」の成立（1960 年代後半まで） 
(1) 終戦直後の三陽商会3)
                                                          
3）1940 年代の三陽商会の歴史については，大内順子・田島由利子［1992-94］第 48-52 回，三陽商会の創業者，
吉原信之氏へのインタビューと，㈱三陽商会［1988］3-6 頁，繊研新聞社［1970］241-250 頁を参照した。 
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 1942 年 12 月，吉原信之は，主に電気関係各種工業用品ならびに繊維製品の製造販売を目的
として東京都板橋区に，三陽商会を個人経営にて開業した。1943 年 5 月，資本金 5 万円にて
㈱三陽商会を設立し，工作機械工具の修理加工，販売を開始する。三陽の由来は，「三井」「三
菱」など有力財閥の「三」と，創業者の父「吉原陽」の「陽」から来ている。 

























                                                          
4）この事実経過については，大内順子・田島由利子［1992-94］第 48-52 回，三陽商会の創業者，吉原信之氏
へのインタビューおよび，『日本繊維新聞』1972 年 6 月 3 日を参照。 
5）繊研新聞社［1970］242 頁。 





























                                                          
7）繊研新聞社［1970］244-245 頁。 
8）『日本繊維新聞』1972 年 6 月 3 日。 
9）㈱三陽商会［1988］10 頁。 
10）㈱三陽商会［1988］11 頁，『日本繊維新聞』1972 年 6 月 3 日。 
11）㈱三陽商会［1988］11 頁。 
12）大内順子・田島由利子［1992-94］第 168 回，三陽商会の創業者，吉原信之氏へのインタビュー。 
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スターレット，プラスカラーコート，ミスのファーシープレーなどが，この時代に生まれた」13)。 






年から 3 年間パリにアトリエを開設して，流行の本場から出たデザインを活用するよう努めた14)。 
























16）この項目については，大内順子・田島由利子［1992-94］第 51-52 回を参照。 
17）大内順子・田島由利子［1992-94］第 50-51 回。 
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ランドを浸透させていく上での出発点となった。 
 コートの全国展開を背景にして，1960 年代前半には販売網を整備していく。1961 年 1 月，























   （1970 年代前半） 
(1) コート専業メーカーから総合アパレルメーカーへ 
 三陽商会は，1971 年 7 月，東京証券取引所第二部に上場し，家業から企業へと脱皮するこ
                                                          
18）㈱三陽商会［1988］4-5 頁。 
19）㈱三陽商会［1988］12 頁。 
20）『繊研新聞』1969 年 1 月 18 日。 
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ととなる。資料2は1960年代末から1970年代前半にかけての㈱三陽商会の沿革を示している。
1969 年 2 月の東京四谷本社落成，1969 年 9 月バーバリー社との提携，1969 年から 70 年にお
ける商社，三陽商会専属工場，三陽商会との提携による縫製工場の設置21)，1970 年 4 月相模
商品センターの開設22) は，1971 年 7 月東証二部上場にとって必要な投資であったと考えられ
る。この時期に三陽商会のアパレルメーカーとしての基礎が形成された。 
 三陽商会は，1960 年代前半まで，紳士，婦人，子供のレインコートに偏っていたため，春に
7 割，秋に 3 割という売れ方になっており，経営上年間のバランスが取れなかった。そこで，
冬物のウールコートなどの開発を行い，レインコート専門からコート専門企業へと脱皮してい








資料 2 ㈱三陽商会の沿革（１） 
 
1969 年   2 月 四谷本社落成。 
1969 年   9 月 バーバリー社と三井物産，三陽商会との提携。 
1969 年 12 月 三井物産と提携して茨城県下に「サンヨーソーイング」（資本金 3000 万円，従業員
85 人）を設立。 
1970 年   3 月 三井物産と提携して「岩手サンヨーソーイング」（資本金 2000 万円，従業員 120 人）
を設立。 
1970 年   4 月 生産管理部門の充実，物流システムの合理化を期し，相模商品センターを開設。 
1970 年   7 月 職能別・販路別組織から紳士，婦人，子供，量販店の各市場について企画，生産，販
売体制を一本化する組織体制に改める。 
                                                          
21）1971 年 7 月 1 日の東証二部上場時には，資料３に記した３工場に加えて，大清縫工，新潟サンヨーソーイ
ングが設立されている。関係会社 5 社は，バーバリー製品（サンヨーソーイング），子供服（岩手サンヨーソ
ーイング），婦人服（新潟，宮城サンヨーソーイング）など主としてレインコート以外のものを扱い，全体の





る。『繊研新聞』1971 年 4 月 10 日，繊研新聞社［1970］247-248 頁を参照。 
23）この段落については，㈱三陽商会［1988］13 頁参照。 
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1970 年   7 月 三菱商事と提携し，「宮城サンヨーソーイング」（資本金 2000 万円，従業員 100 人）
を設立。 
1971 年   7 月 東京証券取引所二部への上場。資本金 5 億 4,000 万円。 
1972 年   9 月 日本橋馬喰町に小口取引先を対象とした販売会社，サンヨーアパレル株式会社を設立
する。 
1974 年   7 月 名古屋出張所を名古屋支店に昇格させる。  
 
出所）『繊研新聞』1969 年 2 月 3 日，8 月 28 日，10 月 2 日，1970 年 4 月 10 日，5 月 15 日，7 月 15 日，1971 年 7 月 1 
















 三陽商会は，1969 年から 70 年にかけて，総合アパレルメーカーとしての基盤を，組織体制，
生産体制，物流システム，資本政策の諸点から築いた。1970 年代以降本格化する総合衣服製造





 『繊研新聞』1970 年 7 月 15 日付のインタビューで，吉原信之社長は，「取り扱い商品の幅
が広がるとサンヨーレインコートを中心とするブランド政策もいろいろ検討しなければならな
                                                          
24）『繊研新聞』1969 年 2 月 3 日。 
25）『繊研新聞』1970 年 7 月 15 日。繊研新聞社［1970］243 頁。 













資料 3 三陽商会の製品多角化とブランド展開の推移（1） 
 
1949 年 「サンヨー」のブランド名をつける。（『繊研新聞』1969 年 2 月 3 日。） 
1951 年 「サンヨーレインコート」の商標を登録する。（繊研新聞社［1970］242 頁。） 
1967 年 レインコート，ダスターコート以外に，取り扱い商品の多角化，すなわち①オーバー
コート，②スカート，ブラウス，ワンピースなどの婦人カジュアル衣料への多角化を
進める。（『繊研新聞』1969 年 2 月 3 日。） 
1967 年夏 量販店向け商品企画と販売のため，「ブルー・フラッグ本部」を設置し，「ブルー・フ
ラッグ」ブランドで量販店市場に参入する。（『繊研新聞』1969 年 1 月 18 日，2 月 3
日。） 
1968 年秋 フランスの婦人向けカジュアル衣料「ベ・ドウ・ベ」（休暇のための服の意味，コー
ト，スカート，スラックス，シャツなど）を展開する。（『繊研新聞』1968 年 6 月 18
日，繊研新聞社［1970］245 頁。） 
1969 年夏 「セイグレース」を各百貨店の売場にて展開する。（『繊研新聞』1969 年 3 月 31 日，
4 月 5 日，8 月 28 日。） 
1969 年 9 月 バーバリー社と三井物産，三陽商会とが提携し，「バーバリー」製品の日本国内販売
に合意する。提携商品は，紳士コート，婦人コートをはじめ，紳士スポーツコート，




1970 年 7 月 15 日。） 
1970 年 3 月 「ピーウィー」（PEE WEE）のブランドで子供のカジュアル部門の開発に乗り出す。
（繊研新聞社［1970］246 頁，『繊研新聞』1970 年 7 月 15 日。） 
1971 年 女性ジュニアのアメリカン･カジュアル衣料「ジュディ・アン」を展開する。（㈱三陽




の展開。（㈱三陽商会『サンヨープロシュール Vol.18』1971 年，20，22 頁，『繊研新
聞』1971 年 11 月 30 日。） 
1971 年 10 月 イタリアのアリタリア航空と提携し，ニットスーツ「アリタリア」を開発し，各地の
有力百貨店 25 店でコーナー展開を始める。（『繊研新聞』1971 年 11 月 30 日。） 
1972 年 6 月 「カースラックス＝サンヨーアリタリア」を，シニア層向けメンズニットスラックス
として発売する。（『繊研新聞』1972 年 5 月 31 日。） 
1972 年秋 高級婦人レインコート「サンヨーキャラット」を開発。（『繊研新聞』1972 年 8 月９
日。） 
1972 年 コート部門で「イヴ･サンローラン」のライセンシーとなる。（『繊研新聞』1972 年 8
月 24 日。） 
1973 年 4 月 「サンヨーアリタリアスポーツ」のブランドで，スポーティカジュアルに進出，ジャ
ンパー，カーディガン，ハイネック，シャツ，スラックスの販売を開始する。（『繊研
新聞』1973 年 3 月 16 日。） 
1974 年 11 月 三陽商会はドレス部門のブランドを「ボワール」に統一する（『繊研新聞』1974 年
11 月 11 日）。 
1975 年春 ミッシー・カジュアルの新ブランド「バンベール」を展開する。1971 年秋から使っ
ていた「パルタン」からの変更である。（㈱三陽商会『サンヨープロシュール』1975
年 2 月号，6 頁，『繊研新聞』1974 年 11 月 11 日。） 
1975 年 買いやすい価格帯のスーツ，「ミスター・サンヨー」を展開する。（『日本繊維新聞』
1975 年 1 月 30 日，5 月 8 日。） 
  










 1970 年 12 月期における三陽商会の売上 120.7 億円，コートの売上構成比 87.2％（レインコ
ート 62.4％，ウールその他コート 24.8％）に対して，ドレス・カジュアル他 12.8％であった。婦人
                                                          
26）㈱三陽商会［1988］13 頁，『繊研新聞』1968 年 4 月 30 日参照。『繊研新聞』1969 年 2 月 3 日付で，吉原
信之社長は，レインコートとオーバーコートだけだと，2 月から 4 月まで，9 月から 11 月までに仕事が集中
する，仕事量を年間通して平均化することが，夏のドレスに取り組む動機となっている旨の発言をしている。 
27）『繊研新聞』1968 年 6 月 18 日，1970 年 7 月 15 日。 
28）『繊研新聞』1969 年 3 月 31 日，4 月 5 日，8 月 28 日。 
29）『繊研新聞』1970 年 7 月 15 日。 
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服部門は，コートの売上が 75％，ドレス・カジュアル関係の売上が 25％となっているのに対
して，紳士服部門は大半がコート関係となっている30)。 
 ところが，4 年後の 1974 年 12 月期における全社売上に占めるコート関係比率は，紳士・婦
人・子供用レインダスターコートおよびオーバーコートが 65.6％，非コート関係（紳士・婦人・
子供用スーツ・カジュアル，婦人用ドレス）が 34.4％となり，非コート分野の割合が急速に高まっ






















                                                          
（次頁に続く） 
30）この段落は，『繊研新聞』1971 年 7 月 1 日を参照した。 
31）㈱三陽商会『有価証券報告書』1974 年 12 月期，6 頁。 
32）㈱伊勢丹［1990］297-298 頁。 
33）㈱三陽商会『サンヨープロシュール Vol.18』1971 年，16 頁参照。 
34）『日本繊維新聞』1971 年 12 月 13 日。 
















ンスのメルシェ社とパターン提携したものである。年 5 回の企画で，１回の企画当たり 20-30
パターンを製作する。原糸メーカーは三菱レイヨン，素材の編み立ては㈱レナウンジャージー，
縫製がレナウンの自家工場である笠間工場，企画はレナウン商品企画室，宣伝はレナウン宣伝









 ミッシー・カジュアル・ブランドは，多様な服種を 5 坪程度で展開するものであり，コート
                                                                                                                                                        
たものである。㈱伊勢丹［1990］260-262 頁参照。 
36）㈱三陽商会『サンヨープロシュール Vol.18』1971 年，16 頁，『日本繊維新聞』1971 年 12 月 13 日。 
37）『日本繊維新聞』1971 年 12 月 13 日。 
38）『日本繊維新聞』1971 年 12 月 13 日，14 日。 
39）この段落について，『日本繊維新聞』1971 年 6 月 10 日，12 月 13 日，16 日，㈱伊勢丹［1986］235 頁，
㈱伊勢丹［1990］296，297，300 頁を参照。 

















物産ルートで 1964 年から行っていた42)。 












                                                          
40）『繊研新聞』1969 年 10 月 2 日。 
41）『繊研新聞』1969 年 2 月 3 日。 



























だ。後の 1975 年には，紳士「バーバリー」スーツを，春夏で 1 万着，秋冬で 1 万 5000 着生
産している47)。 
 このように，「バーバリー」は多製品ブランドとして成長しているが，1975 年段階では，コ
                                                          
43）一連の経緯については，『繊研新聞』1969 年 10 月 2 日を参照のこと。 
44）『繊研新聞』1970 年 5 月 15 日，1971 年 7 月 1 日。 
45）㈱三陽商会『サンヨープロシュール Vol.18』1971 年，4，16-17，20 頁。 
46）㈱三陽商会『サンヨープロシュール Vol.18』1971 年，22-23，25 頁。 
47）『繊研新聞』1976 年 1 月 17 日。 






Ⅳ 製品･小売ブランドの形成期：ショップの成立（1970 年代後半） 
(1) 総合アパレルメーカーへの脱皮と基幹ブランドの形成 
  
資料 4 ㈱三陽商会の沿革（2） 
 
1976 年   6 月 婦人服管理部門として青山分室を増築する。 
1977 年   5 月 仙台事務所を開設。 
1977 年   6 月 東京証券取引所の市場第一部に昇格する。 
1977 年 11 月 札幌出張所が支店に昇格し，新社屋落成する。  
1978 年   1 月 福岡出張所が支店に昇格し，新社屋落成する。 
1978 年   5 月 ニューヨークに駐在事務所を設置する。 
1981 年   2 月 ニューヨークに現地法人サンヨー・ファッション・ハウス INC 設立。 
1981 年   6 月 潮見商品センター開設。 




 三陽商会は，資料 4 に示すように，1977 年 6 月，東京証券取引所一部に指定替えとなり，







 三陽商会は，1970 年代後半，①1970 年代前半に種をまいた総合化路線の推進，すなわちコ
ートからドレス，カジュアル，スーツ分野への服種の拡大と，②基幹ブランドの育成を進めて
いくことになる。 
 総合化路線について，コート比率と非コート比率の推移を見ると，1975 年 12 月期，コート
                                                          
48）㈱三陽商会［1988］5-6 頁，『繊研新聞』1981 年 5 月 16 日，『日本繊維新聞』1981 年 6 月 10 日。 
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65.6％，スーツ・ドレス・カジュアル他 34.4％であったが，1979 年 12 月期にはコート 47.7％，
スーツ・ドレス・カジュアル 52.3％となり，コートの比率が５割を切ることとなった49)。1979
年 12 月期における紳士，婦人などの部門別構成を見ると，紳士服 26.9％，婦人服 61.8％，子
























                                                          
49）㈱三陽商会『有価証券報告書』1975 年 12 月期，1979 年 12 月期。 
50）『繊研新聞』1980 年 2 月 27 日。 
51）『日本繊維新聞』1979 年 2 月 22 日付で，吉原信之社長はインタビューにて，「いろんなブランドをやるよ
りいいブランドを深くやる。たとえばバーバリーとか，スコッチハウスとか，サンローランとか…。」と述べ
ている。 
52）㈱チャネラー［1980］39 頁，『繊研新聞』1979 年 4 月 7 日。 
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 1970 年代後半期に，製品・小売ブランドが形成されてきたことを明らかにすることに本稿の













て，百貨店のコート売場が提案されている。なお「キャラット」の 1982 年売上は，40 億円程
度である56)。 
 1974 年 11 月，三陽商会はドレス部門のブランドを「ボワール」に統一している57)。「ボワ
ール」は，百貨店ではドレス売場で他のブランドとともに販売されており，1982 年売上は 35
億円となっている58)。 




1979 年売上は，20 億円で，ポリエステル 100％の素材を中心とし，軽くてしわになりにくい
点をブランドのコンセプトとしている60)。 
                                                          




57）『繊研新聞』1974 年 11 月 11 日。 
58）㈱矢野経済研究所［1983］120 頁。 



























 資料５は，1977 年から 1982 年における新規商品と代表的なブランドの発展を示したもので




を進めるものとなった。市川正人氏へのインタビュー，1996 年 1 月 17 日，2001 年 7 月 11 日。 
 『日本繊維新聞』1976 年 8 月 17 日付では，西武百貨店池袋店，大丸大阪店における単品スカート・スラ











資料 5 三陽商会の製品多角化とブランド展開の推移（2） 
 
1977 年秋 バーバリー・チェックのスカーフ，マフラー，かさ，バッグ類の企画・販売を開始し
た。百貨店や有力専門店で販売する。（『繊研新聞』1977 年 5 月 28 日，8 月 31 日，『日
本繊維新聞』1977 年 5 月 28 日。） 
1977 年秋 イギリスのスコッチハウス社と提携して，4 年前の紳士物に続き，婦人物「スコッチ
ハウス」のコーナー展開に乗り出す。ブレザー，ジャケット，スカート，パンタロン，
セーター，カーディガン等を取り扱う。初めて本格的にニット単品のセーター，カー
ディガンに挑戦する。（『日本繊維新聞』1977 年 5 月 28 日。『繊研新聞』1977 年 5 月
28 日。） 
1978 年秋 ベタードレスの「ロジーナ」，ニューフォーマルの「伊東達也フォーマル」を発売する。
（『繊研新聞』1978 年 6 月 14 日。） 
1978 年秋 伊勢丹と共同でニューヨークの新進デザイナー，リズ・クレイボーンとライセンス契
約を結び，秋冬物からミッシー・カジュアルを，伊勢丹本支店，ADO 加盟店約 20 店
舗で販売する。ジャケット，ベスト，ブラウス，セーター，スカート，パンツなどを
取り扱う。（『日本繊維新聞』1978 年 7 月 20 日。『繊研新聞』1978 年 7 月 19 日。） 
1979 年秋 秋冬物から，「サンローラン」の婦人物アイテムを，レインコート，スポーツウエアの
一部から，ウールコート，トップス，ボトムスを含めた多様なアイテムを展開する。
専門店部門の基幹ブランドに位置づけする。（『日本繊維新聞』1979 年 1 月 9 日，2 月
22 日，㈱チャネラー［1981］39 頁，㈱矢野経済研究所［1982］104 頁。） 
1979 年秋 ミッシー・カジュアルのスポーツラインである「ビル・ブラス・スポーツ」を展開す
る。（『繊研新聞』1980 年 7 月 21 日。） 
1981 年秋 ミッシー対象を対象とした横編みニット中心の「フィアット」を発売する。（『繊研新
聞』1981 年 4 月 3 日。1982 年 2 月 27 日。） 
1982 年 2 月 ビル・ブラス氏本来の持ち味であるプレタポルテを国内生産して，「ビル・ブラス」の
ブランドで展開する。スーツ，アンサンブル，ジャケット，コートの展開。（『繊研新
聞』1981 年 12 月 1 日。） 
1982 年 7 月 「アレグリ」発売。イタリアの紳士･婦人コートメーカーのアレグリ社と技術提携し，
秋冬物から紳士，婦人のレインコート，カジュアルアウターを製造･販売する。販売先





1969 年 12 月，茨城県に㈱サンヨーソーイングを設立し，バーバリー製品の生産に着手する63)。 
 続いて，1972 年 9 月，「バーバリー」を全国に先がけて，新宿の小田急百貨店で発売した。
                                                          




る64)。なお，1976 年度，「バーバリー」スーツは 4 万 5000 着の総生産量であった65)。1977 年






















                                                          
64）『日本繊維新聞』1975 年 1 月 30 日，『繊研新聞』1976 年 1 月 17 日。 
65）『日本繊維新聞』1977 年 1 月 8 日。 
66）『日本繊維新聞』1976 年 9 月 3 日，1977 年 8 月 31 日，『繊研新聞』1977 年 6 月 10 日。 
67）この段落については，『繊研新聞』1977 年 5 月 28 日，8 月 31 日，『日本繊維新聞』1977 年 5 月 28 日を参
照。 
68）『繊研新聞』1978 年 3 月 13 日，4 月 17 日，1979 年 4 月 7 日。 
69）この段落については，『日本繊維新聞』1979 年 7 月 14 日，1980 年 8 月 15 日，『繊研新聞』1981 年 1 月
30 日を参照。『繊研新聞』1981 年 1 月 30 日付によれば，1980 年 12 月期の「バーバリー」売り上げ 130 億
円のうち，紳士は 52％，婦人は 48％の構成である。 
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 「バーバリー」は，当初はコートから出発しながら，1970 年代後半から 1980 年にかけて多
様な製品カテゴリーを包含する総合的なブランドに成長した。多様な製品は，それぞれ単独に
存在するのではなく，1 つの売場，すなわちショップの中で統一感を与えられる。「バーバリー」




 1979 年 4 月時点で，ショップまたはコーナー展開を計画している「バーバリー」（紳士服）
の店舗数は，15 店舗（前年と同数）であり，売場面積は 26.4 平方メートル，33 平方メートルと
する。紳士服部がトータルショップづくり推進を行う背景には，売り方にまで踏み出して視覚
に訴えた提案を行おうというねらいがある70)。 
 婦人服については，1982 年の「バーバリースポーツ」の売上 49 億円であり，首都圏では，
高島屋日本橋店（売場面積 15 坪，売上 2 億 8000 万円）をはじめとして，三越日本橋店，三越銀座
店，西武池袋店，西武渋谷店，伊勢丹新宿店，松坂屋銀座店，松屋銀座店，阪急数寄屋橋店，







チェックの小物に至るすべてのアイテムをトータルにコーナー展開している。1979 年 9 月に
東京，大阪，博多などの有力専門店，ファッションビル 11 店舗でスタートした。1980 年春か
ら紳士部門がカジュアル分野に進出し，コートからカジュアルまで含めたフルアイテム構成と
なる中，専門店においてもコアとなる店舗を作り，販売体制を強化する。「バーバリー」を扱う
専門店をパートナーショップと名付けているが，1981 年 7 月時点では，メンズ専門店 20 店，
レディス専門店 45 店に達している72)。 
 
 
                                                          
70）『繊研新聞』1979 年 4 月 7 日。 
71）㈱矢野経済研究所［1983］120 頁。 
























 1982 年 12 月期の「バンベール」の売上は 95 億円である。首都圏百貨店では，西武池袋（売
場面積 8 坪，売上 2 億 2000 万円），三越日本橋，三越銀座，高島屋日本橋，伊勢丹新宿店，京王新宿
店，東武池袋店，横浜高島屋，小田急新宿店にて，売場面積 6-10 坪程度で取り扱われている78)。 
                                                          




をしている。㈱東京スタイル［2000］64 頁，『日本繊維新聞』1971 年 6 月 10 日，12 月 10 日，11 日，13 日，
14 日，16 日，18 日 20 日，『繊研新聞』1981 年 8 月 19 日参照。 
75）㈱三陽商会『サンヨープロシュール』1975 年 2 月号，6 頁。 
76）㈱三陽商会『サンヨープロシュール』1975 年 2 月号，6-7 頁。 
77）㈱三陽商会『サンヨープロシュール』1975 年 2 月号，7 頁。 
78）㈱矢野経済研究所［1983］120 頁。 
















たとえば，西武池袋（25 坪の売場，2 億 5000 万円の売上），高島屋日本橋（10 坪，1 億 2000 万円），
京王新宿（8 坪，8700 万円）の他，三越日本橋，三越銀座，伊勢丹新宿，松屋銀座，東急渋谷，
東武池袋，横浜高島屋，小田急新宿である83)。 









                                                          
79）『繊研新聞』1977 年 5 月 28 日，『日本繊維新聞』1977 年 5 月 28 日。 
80）『日本繊維新聞』1974 年 4 月 15 日，『繊研新聞』1977 年 5 月 28 日。 
81）『繊研新聞』1979 年 4 月 7 日。 


































別に関しては，江尻弘［2003］27-32 頁，崔容熏［1999］136-138 頁を参照。 
1980 年前後の三陽商会は，百貨店との関係において委託取引が一般的であり，百貨店からの返品の意思決
定は百貨店側にあるので，返品の多い百貨店との取引はしたくないという考え方であった。『日本繊維新聞』
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